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１．はじめに

国土交通省では、平成19年度に公共工

事の品質確保の強化対策として「施工プロ

セスを通じた検査」を展開することとして

います。

従来の品質確保の考え方は、請負者の自

主性に重点を置きながら発注者の監督職員

が段階確認を中心として請負者と協議を図

りつつ、工事の品質を確保してきました。

しかしながら、最近の経済社会状勢の変

化に伴い、特に建設業界における過当競争

が進みダンピングや粗雑工事の発生が顕著

になってきている状況です。このような状

況に鑑み施工者の品質確保に向けての取り

組みはもちろんのこと、発注者としても発

注者の責任をしっかり果たす必要があると

考え国土交通省は有職者等からなる発注者

責任懇談会を設置し発注者が果たすべき責

任のあり方を様々な視点から検討してきま

した。この中で検討された「施工プロセス

を通じた検査」は従来に比べて検査の頻度

を高めて品質の強化を目指す試みであり、

以下にそのシステムを簡単に紹介します。

２．施工プロセスを通じた検査制度の概要

図―１のとおり、従来から行っている完

成検査及び中間検査の他に更に細やかな頻

度で行う既済部分検査（給付対象）を位置

づけ、主任検査職員を新たに設置し既済部

分検査を担当することとしました。また、

主任検査職員の下に品質検査員を設置し主

任検査職員の補助として日々、現場の施工

状況を監視します。つまり、主任検査職員

は既済部分検査の際に品質検査員が作成し

たチェックリストを確認する事で施行プロ

セスを通じた検査を行なうこととなります。

施工プロセスを通じた検査と出来高部分払いについて
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図－１　施行プロセスを通じた検査の流れ 
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３．施工プロセス検査実施体制

実施体制として、総括検査職員は各地方

整備局の工事検査官クラスを、主任検査職

員には各地方整備局の事務所の工事品質管

理官クラスをあてることを考えています。

なお、主任検査職員には専門性の高い工

種について、一定の資格や実績を考慮して

外部からの技術者に委嘱出来ることとして

います。また、品質検査員は各地方整備局

の事務所の係長クラスで事務所長が任命す

る者のほか、外部機関への委託ができるよ

うにしています。

４．出来高部分払い

前述した既済部分検査は、会計法令に基

づく給付確認のための検査であり、施工状

況に応じて工事の節目毎に極力細やかな頻

度で行います。そして、その時点までの出

来高確認を行い出来高部分払いを実施する

ものです。この手法により、下請け企業ま

でのキャッシュフローの改善が期待できま

す。

５．フォローアップ

本試行工事は、当面、平成19年度に全

国で100件程度の試行を実施する予定。こ

の中でアンケート調査などを含めて実施結

果の分析を行う予定ですが、とくに、工事

成績での効果や下請け企業

までのキャッシュフローの

改善効果、また手続き上の

課題などを中心にとりまと

めて「発注者責任懇談会」

などの有識者会議に諮りな

がらさらに有効な施策とし

て改善をしていく予定とし

ています。

図－２　監督・検査業務の体系 
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図－３　出来高部分払いのイメージ 


